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生
鮮
マ
イ
ワ
シ
の
水
揚

げ
が
好
調
だ
。
漁
業
情
報

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
と
、
４
月
の
全
国
主
要

漁
港
累
計
水
揚
量
は
前
年

同
月
比
３
割
増
の
２
万
３

９
０
０

。
５
月
上
旬
は

水
揚
げ
が
減
少
し
た
も
の

の
、
中
旬
に
は
銚
子
な
ど

太
平
洋
側
を
中
心
に
好
漁

と
な
っ
て
い
る
。

　

５
月
中
旬
の
太
平
洋
側

で
の
主
漁
場
は
日
立
沖
や

犬
吠
埼
沖
な
ど
鹿
島
灘
。

巻
網
船
が
操
業
し
、
銚
子

や
波
崎
な
ど
に
水
揚
げ
す

る
。

～

日
の
銚
子
で

の
水
揚
量
は
前
年
同
期
比

２
倍
の
７
５
９
８

。
平

均
浜
値
は
２
割
高

の

円
で
推
移
す

る
。
魚
体
は
１
尾

１
０
０
～
１
１
０


程
度
。「
産
卵
シ

ー
ズ
ン
の
た
め
、

脂
の
り
は
良
好

だ
」
（
同
セ
ン
タ

ー
）

　

日
本
海
側
も
好

調
な
水
揚
げ
だ
。

境
港
の
水
揚
量
は


～

日
が
７
倍

の
１
１
５
４

と

増
加
。
石
川
や
富

山
、
山
形
の
定
置

網
で
も
マ
イ
ワ
シ

を
漁
獲
す
る
。
山

形
で
は
年
間
累
計

水
揚
量
が
過
去

年
間
が

５

未
満
と
低
調
だ
っ
た

が
、
今
年
は
１
～
４
月
の

累
計
だ
け
で


と
急
激

な
伸
び
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
太
平
洋
側
で
は

魚
群
の
北
上
が
進
む
と
の

見
方
が
強
い
。「
５
月
末
ま

で
は
銚
子
で
の
水
揚
げ
は

期
待
で
き
る
が
、
そ
の
後

は
徐
々
に
減
る
の
で
は
」

と
同
セ
ン
タ
ー
。

　

（
東
京
支
社
・
小
山
斗

那
実
、毎
週
月
曜
日
掲
載
）
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「
卸
売
市
場
の
取
り
扱
い
は
年
々

減
っ
て
い
る
に
、
ど
う
し
て
御
社
の

売
り
上
げ
は
伸
び
た
の
で
す
か
」
と

あ
る
記
者
。
「
そ
れ
は
あ
な
た
方
マ

ス
コ
ミ
が
分
析
す
る
こ
と
で
し
ょ
う

！
」
と
一
蹴
さ
れ
た
。
あ
る
卸
会
社

の
決
算
会
見
。
あ
ま
り
に
的
外
れ
な

質
問
に
社
長
は
怒
っ
た
。

　

少
し
下
調
べ
し
て
く
れ
ば
、
単
価

が
下
が
る
前
に
サ
ケ
を
大
量
販
売
し
た
か
ら
金
額
が

伸
び
た
こ
と
は
分
か
る
。
会
見
に
来
る
な
ら
そ
れ
く

ら
い
勉
強
し
て
こ
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
意

味
も
分
か
ら
ず
、
「
営
業
努
力
で
す
か
。
景
気
回
復

で
す
か
」
と
か
み
つ
い
て
い
た
が
…

　

長
年
イ
チ
ロ
ー
を
担
当
し
た
記
者
が
書
い
た
「
イ

チ
ロ
ー
の
流
儀
」
と
い
う
本
が
あ
る
。
筆
者
は
イ
チ

ロ
ー
か
ら
言
わ
れ
た
言
葉
に
戦
慄
（
せ
ん
り
つ
）
が

走
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
「
そ
れ
だ
け
長
い
こ
と
や

っ
て
き
て
、
そ
ん
な
こ
と
聞
き
ま
す
か
ね
」
。
最
高

の
プ
レ
ー
を
す
る
た
め
選
手
は
で
き
る
限
り
準
備
す

る
。
質
問
者
に
も
そ
れ
な
り
の
準
備
と
知
識
を
期
待

す
る
。
こ
の
教
訓
、
記
者
の
世
界
に
限
っ
た
話
で
は

な
い
。

日
野
浩
二

氏

唖
唖
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水
産
庁
の
宮
原
正
典
次
長
は

日
、水
産
庁
記
者
ク
ラ
ブ
で
会
見
し
、
日
に
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
（
メ

キ
シ
コ
）
で
行
わ
れ
た
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
管
理
に
関
す
る
日
・
メ
キ
シ
コ
協
議
の
結
果
を
報

告
し
た
。

宮原正典次長

ス
モ
ー
ク
サ
ー
モ
ン
製
品

要
望
書
を
読
み
上
げ
る

城
島
副
組
合
長
（
前
列

左
か
ら
２
人
目
、
３
人

目
が
竹
内
組
合
長
）

唖
唖

唖
唖
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唖
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生
シ
ラ
ス
の
軍
艦
巻

新商品の釜揚げシラス
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米
主
要
都
市
で
は


日
、
サ
ケ
シ
ー
ズ
ン
の
到

来
を
告
げ
る
風
物
詩
と
し

て
小
売
店
や
レ
ス

ト
ラ
ン
で
提
供
が

始
ま
っ
た
。
シ
ア

ト
ル
の
パ
イ
ク
・

プ
レ
イ
ス
・
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
鮮
魚
小

売
店
は
キ
ン
グ
（
ホ
ー
ル

＝
Ｈ
＆
Ｇ
）
を
前
年
比
３

割
高
の
ポ
ン
ド

・


、

ベ
ニ
（
同
）
は
１
～
３
割

高
の

・


で
提
供
。

大
手
小
売
チ
ェ
ー
ン
の
コ

ス
ト
コ
は
ベ
ニ
を
８
・



で
販
売
し
た
。

　
　
　
　
　

（
１
面
参
照
）

　

卵
が
主
体
の
日
本
市
場

は
ベ
ニ
ス
ジ
コ
の
到
着
が

今
週
末
か
ら
来
週
初
め
に

な
り
そ
う
だ
。
一
部
パ
ッ

カ
ー
に
よ
る
と
、
日
本
時

間

日
か

日
に
主
要
市

場
で
初
上
場
さ
れ
る
と
の

見
方
が
あ
る
。
空
輸
便
物

の
卸
値
は
昨
年
、
前
年
比

キ
ロ
２
０
０
円
高
の
４
０

０
０
円
だ
っ
た
。

　

カ
ッ
パ
ー
リ
バ
ー
の
２

回
目
漁
の
日
程

は

日
現
在
、


日
午
前
７
時

か
ら

時
間
と

の
見
方
が
強
い

（

日
ま
で
に

正
式
発
表
の
見
通
し
）
。

例
年
は
月
曜
日
、
木
曜
日

の
週
２
回
の
オ
ー
プ
ン
を

繰
り
返
す
。

漁業者や林業関係者、地元行政らが声を掛け合いながら一致協力して植樹した

　

春
の
褒
章
受
章
者
は


日
、
農
水
省
で
の
褒
章
伝
達

式
終
了
後
、
午
後
か
ら
皇
居

で
天
皇
陛
下
に
拝
謁
し
、
受

章
の
喜
び
を
新
た
に
し
た
。

水
産
関
係
で
は
黄
綬
褒
章

を
日
野
浩
二
氏
（
㈱
日
野
商

店
会
長
）
は
じ
め
、
筆
幸
友

（
漁
業
）
、
水
嶋
敬
次
（
漁

業
）
の
各

氏
が
受
章

し
た
。

　
　
　
　
　
　

（
５
月

日
）

　

㈱
積
水
化
成
品
北
海
道
、
代

表
取
締
役
社
長
（
㈱
積
水
化
成

品
九
州
、
代
表
取
締
役
社
長
）

藤
井
雅
敏
▽
㈱
積
水
化
成
品
九

州
、
同
（
㈱
積
水
化
成
品
北
海

道
、
同
）
山
下
光
太
郎
▽
㈱
積

水
化
成
品
埼
玉
、
同
（
㈱
積
水

化
成
品
埼
玉
、
生
産
セ
ン
タ
ー

長
）
田
中
英
夫
▽
㈱
積
水
化
成

品
佐
倉
、
同
（
㈱
積
水
化
成
品

佐
倉
、
営
業
部
長
）
川
口
正
幸

　

ユ
ニ
ー　
　

（
５
月

日
）

　

食
品
本
部
プ
ロ
セ
ス
セ
ン
タ

ー
管
理
部
関
東
プ
ロ
セ
ス
セ
ン

タ
ー
長
（
ア
ピ
タ
前
橋
店
食
品

副
店
長
）
大
野
文
利

　
　
　
　
　
　
　

（
６
月

日
）

　

第
１
事
業
本
部
企
画
部
長

（
第
２
事
業
本
部
副
企
画
部
長

兼
第
３
事
業
本
部
副
企
画
部

長
）
紺
屋
昭
一
▽
第
２
事
業
本

部
副
企
画
部
長
兼
第
３
事
業
本

部
副
企
画
部
長
（
管
理
本
部
経

理
部
経
理
グ
ル
ー
プ
長
）
首
藤

敏
之

　

積
水
化
成
品
工
業

　
　
　
　
　
　

（
６
月
１
日
）

　

東
北
支
店
長
（
第
１
事
業
本

部
企
画
部
）
安
井
研
作

　

積
水
化
成
品
工
業

　
　
　
　
　
　

（
６
月

日
）

　

代
表
取
締
役
副
社
長
執
行
役

員
（
常
務
取
締
役
第
１
事
業
本

部
長
）
柏
原
正
人
▽
取
締
役
、

常
務
執
行
役
員
第
１
事
業
本
部

長
（
取
締
役
、
第
１
事
業
本
部

企
画
部
長
）
池
垣
徹
哉

　

奈
良
魚
市　

（
５
月

日
）

　

取
締
役
営
業
部
長
補
佐
（
営

業
部
長
補
佐
）
吉
岡
秀
起

　

協
議
で
①
メ
キ
シ
コ
は
Ｉ

Ａ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
（
全
米
熱
帯
ま
ぐ

ろ
類
委
員
会
）
に
よ
る
２
０

１
２
、

年
の
合
計
漁
獲
上

限
１
万
㌧
を
確
実
に
順
守
す

る
と
発
言
②
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
で


年
以
降
も
現
状
程
度
の
管

理
措
置
を
継
続
す
る
た
め

に
、
６
月
の
年
次
会
合
で
は

日
本
と
メ
キ
シ
コ
で
共
同
提

案
を
作
成
す
る
こ
と
で
合
意

③
メ
キ
シ
コ
は
Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
Ｃ

（
中
西
部
太
平
洋
マ
グ
ロ
類

委
員
会
）
で
も
、
東
部
太
平

洋
と
同
等
の
措
置
を
実
施
す

る
よ
う
要
請
④
漁
業
全
般
の

問
題
を
協
議
す
る
た
め
毎
年

１
回
、
二
国
間
協
議
を
開
催

す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
メ

キ
シ
コ
と
の
協
議
は

年
以

来
３
年
ぶ
り
。
メ
キ
シ
コ
側

は
ア
ギ
ラ
ー
ル
水
産
庁
長
官

ら
が
協
議
に
臨
ん
だ
。

　

宮
原
次
長
は
、
今
回
の
協

議
の
背
景
を
①
６
月
か
ら
メ

キ
シ
コ
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
漁
期

が
始
ま
る
が
、
昨
年
の
段
階

で
既
に
６
６
０
０
㌧
獲
っ
て

い
る
た
め
、
残
り
３
４
０
０

㌧
で
止
ま
る
の
か
ど
う
か
②

６
月
の
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
年
次
会

合
に
向
け
、
来
年
か
ら
の
漁

獲
枠
を
ど
う
す
る
の
か
―
の

２
点
に
つ
い
て
事
前
に
協
議

す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
メ
キ

シ
コ
側
も
輸
出
の
増
大
、
国

内
の
魚
食
推
進
、
養
殖
に
つ

い
て
日
本
の
協
力
を
求
め
る

狙
い
が
あ
っ
た
と
説
明
。

　

漁
獲
上
限
１
万
㌧
順
守
に

つ
い
て
は
「
３
４
０
０
㌧
は

低
い
レ
ベ
ル
な
の
で
、
い
か

に
不
漁
で
あ
っ
て
も
守
る
の

は
か
な
り
厳
し
い
の
で
は
な

い
か
」と
懸
念
を
示
す
一
方
、

共
同
提
案
に
つ
い
て
は
「
２

年
間
で
１
万
㌧
と
い
う
ラ
イ

ン
で
」
と
し
な
が
ら
も
メ
キ

シ
コ
の
漁
獲
が
３
０
０
０
㌧

か
ら
９
０
０
０
㌧
と
変
動
が

激
し
い
た
め
「
３
年
に
す
る

と
か
、
ブ
ロ
ッ
ク
ク
オ
ー
タ

の
期
間
を
延
ば
す
」
こ
と
を

示
唆
し
た
。

　

Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
Ｃ
に
つ
い
て
は

①
日
本
の
沿
岸
小
型
漁
業
が

適
用
除
外
②
韓
国
の
漁
業
が

適
用
除
外
と
な
っ
て
い
る
―

の
２
点
に
メ
キ
シ
コ
が
懸
念

を
示
し
て
い
る
こ
と
に
対

し
、
「
沿
岸
を
含
め
今
後
、

承
認
制
を
含
め
て
た
管
理
を

強
化
し
て
い
く
の
で
問
題
は

な
い
」
と
訴
え
た
。

　

メ
キ
シ
コ
か
ら
の
協
力
要

請
で
は
、
ア
ワ
ビ
や
ロ
ブ
ス

タ
ー
な
ど
ク
ロ
マ
グ
ロ
以
外

の
輸
出
対
策
、
ヒ
ラ
メ
や
ス

ズ
キ
な
ど
の
養
殖
の
赤
潮
対

策
な
ど
に
対
す
る
協
力
が
話

題
に
上
っ
た
。

　

宮
原
次
長
は
マ
ル
テ
ィ
ネ

ス
農
業
水
産
地
域
政
策
大
臣

と
も
会
談
。
メ
キ
シ
コ
は
国

土
が
広
く
海
岸
線
も
長
い

が
、
コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
が

で
き
て
い
な
い
た
め
沿
岸
部

に
は
魚
を
食
べ
る
人
は
い
る

も
の
の
内
陸
部
で
は
ほ
と
ん

ど
食
べ
て
い
な
い
。
同
大
臣

は
「
魚
を
食
べ
る
習
慣
を
つ

け
さ
せ
た
い
」
と
繰
り
返
し

強
調
し
た
と
い
う
。

　

エ
ス
エ
フ
テ
ィ
水
産
（
齋

藤
忠
晴
社
長
）
の
今
季
の
輸

入
ス
モ
ー
ク
サ
ー
モ
ン
取
扱

量
は
、
前
年
並
み
の
１
５
０

０
㌧
を
計
画

す
る
。
チ
リ

産
ト
ラ
ウ
ト

原
料
を
中
心

に
業
務
用
の

カ
ッ
ト
品
や

ス
ラ
イ
ス
や

切
り
落
と
し

な
ど
を
品
ぞ

ろ
え
。
製
品

は
現
地
パ
ッ

カ
ー
の
Ｃ
Ｍ

チ
ロ
エ
社
や

コ
ン
ヘ
ラ
ド

ス
・
パ
シ
フ
ィ
コ
社
（
Ｃ
Ｄ

Ｐ
社
）
で
生
産
す
る
。
こ
の

他
、
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ス
タ
ー

社
で
生
産
す
る
ギ
ン
ザ
ケ
の

ス
モ
ー
ク
カ
ッ
ト
品
販
売
も

継
続
す
る
。

　

ス
モ
ー
ク
サ
ー
モ
ン
業
界

で
は
、
チ
リ
現
地
の
原
料
価

格
高
騰
や
円
安
を
受
け
て
輸

入
コ
ス
ト
が
上
昇
し
苦
戦
。

同
社
は
現
地
パ
ッ
カ
ー
と
の

連
携
を
強
化
し
、
安
定
供
給
、

販
売
維
持
に
務
め
る
。
価
格

動
向
に
は
「
素
直
に
対
応
し
、

地
に
足
を
付
け
た
販
売
を
心

掛
け
る
」
と
同
社
。
国
内
で

は
顧
客
と
の
信
頼
関
係
を
強

固
に
し
、
直
近
の
販
売
も
好

調
を
維
持
し
て
い
る
。

　

【
熊
本
】
全
漁
連
（
服
部

郁
弘
会
長
）
や
熊
本
県
漁
連

（
松
本
忠
明
会
長
）
、
森
林

組
合
、
県
、
南
阿
蘇
村
な
ど

関
係
者
ら
が

日
、
同
村
で

「
漁
民
の
森　

南
阿
蘇
」
植

樹
と
記
念
式
典
を
行

っ
た
。

　

植
樹
は
全
漁
連
の

創
立

周
年
記
念
事

業
の
一
環
。

月
開

く
「
第

回
全
国
豊

か
な
海
づ
く
り
大
会

～
く
ま
も
と
」
に
協

賛
、県
で
開
催
し
た
。

植
樹
に
は
関
係
者
ら

約
１
１
０
人
が
参

加
、
約
１
㌶
の
原
野

に
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
や
ク

ヌ
ギ
、
ケ
ヤ
キ
な
ど

の
苗
木
約
５
０
０
本

を
植
え
た
。

　

式
典
で
全
漁
連
の

服
部
会
長
は
「
豊
か

な
海
は
、
豊
か
な
森

で
生
ま
れ
た
養
分
が

川
を
通
じ
て
海
に
流

れ
て
い
く
こ
と
か
ら

生
ま
れ
る
」
と
し
、

「
植
樹
活
動
は
漁
業

関
係
者
だ
け
で
な
く

他
の
組
織
や
団
体
の

協
力
が
な
け
れ
ば
実

現
が
困
難
な
事
業
。

尽
力
し
て
い
た
だ
い

た
関
係
各
位
に
感
謝
し
こ
の

地
が
今
後
、
美
し
い
森
に
育

つ
こ
と
を
望
む
」と
述
べ
た
。

　

県
漁
連
の
松
本
会
長
は

「
陸
の
環
境
が
海
に
大
き
く

影
響
を
与
え
る
こ
と
を
痛
感

し
て
き
た
。
県
漁
連
で
は
近

隣
の
子
ど
も
た
ち
ま
で
一
緒

に
な
っ
た
植
樹
活
動
を
行
っ

て
お
り
、
豊
か
な
熊
本
の
漁

業
に
つ
な
が
る
よ
う
願
っ
て

い
る
」
と
話
し
た
。

　
　
　
　
　

（

～

日
）

　

【
本
部
事
業
】

日

～


時　

理
事
会
（
東
京
都
＝

航
空
会
館
）

　

【
舶
用
機
関
整
備
士
資
格

検
定
事
業
】

日
９
～

時

　

１
級
舶
用
機
関
整
備
士
更

新
講
習
会
（
高
松
市
＝
高
松

港
湾
労
働
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
）

　

日
本
遠
洋
旋
網
漁
業
協
同

組
合
（
遠
旋
）
の
竹
内
榮
組

合
長
、
城
島
正
彦
副
組
合
長

ら
は

日
、
林
芳
正
農
水
大

臣
に
、
中
国
の
虎
網
漁
船
の

急
増
な
ど
に
よ
る
、
東
シ
ナ

海
に
お
け
る
西
日
本
大
中
型

巻
網
漁
業
の
操
業
権
益
の
確

保
に
つ
い
て
要
請
し
た
。

　


日
中
漁
業
協
定
協
議


日
台
漁
業
取
り
決
め

日
韓

漁
業
協
定
協
議

燃
油
暴
騰

是
正
対
策
に
つ
い
て
要
望
。

　

日
中
漁
業
協
定
協
議
（
２

０
１
３
年
漁
期
）
に
つ
い
て

は
、実
態
に
そ
ぐ
わ
な
い
、
日

本
に
と
り
大
変
不
利
な
措
置

内
容
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

東
シ
ナ
海
資
源
の
持
続
的
な

利
用
が
で
き
る
資
源
管
理
措

置
（
操
業
隻
数
・
漁
獲
目
標

量
）
と
な
る
よ
う
交
渉
す
る

と
と
も
に
、
資
源
管
理
措
置

の
見
直
し
が
行
わ
れ
な
い
場

合
、
中
国
虎
網
な
ど
の
大
量

漁
獲
の
影
響
に
よ
る
減
収
相

当
分
の
補
償
措
置
を
要
望
。

　

日
台
漁
業
取
り
決
め
に
つ

い
て
は
資
源
管
理
が
適
切
に

行
わ
れ
る
取
り
決
め
と
す
る

と
と
も
に
、
漁
場
喪
失
に

伴
う
損
失
分
に
つ
い
て
十

分
な
補
償
措
置
を
求
め

た
。

　

日
韓
漁
業
協
定
協
議
に

つ
い
て
は
改
革
型
漁
船
の

１
９
９
㌧
型
網
船
の
韓
国

水
域
内
で
の
本
許
可
化
が


年
以
来
要
望
し
て
い
る

も
の
の
依
然
試
験
操
業
許

可
で
の
入
漁
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
「
ト
ン
数
上
限

の
早
期
撤
廃
」
の
実
現
に

向
け
た
交
渉
を
要
請
。

　

燃
油
暴
騰
是
正
対
策

は
、
抜
本
的
な
燃
油
価
格

の
低
廉
化
対
策
を
要
望
し

た
。

　

ノ
ー
ス
イ
は
昨
秋
か
ら
、

シ
ラ
ス
加
工
業
者
の
白
地
水

産
（
広
島
県
江
田
島
市
）
と

共
同
開
発
し
た
釜
揚
げ
シ
ラ

ス
を
販
売
し
て
い
る
。
地
元

に
水
揚
げ
さ
れ
た
高
鮮
度
な

シ
ラ
ス
を
使
い
、
衛
生
管
理

が
徹
底
し
た
白
地
水
産
の
工

場
で
即
日
製
品
化
す
る
。

　

白
地
水
産
は
自
社
グ
ル
ー

プ
船
団
と
最
新
鋭
の
加
工
装

置
を
導
入
し
た
工
場
を
備

え
、
漁
獲
か
ら
加
工
ま
で
一

貫
し
た
鮮
度
、
品
質
、
衛
生

管
理
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の

製
品
は
築
地
市
場
で
も
高
い

評
価
を
得
て
い
る
。

冷
凍
生
シ
ラ
ス

に
次
ぐ
第
２
弾

　

ノ
ー
ス
イ
は
数
年
前
か
ら

白
地
水
産
が
生
産
し
た
生
シ

ラ
ス（
冷
凍
）を
ノ
ー
ス
イ
ブ

ラ
ン
ド
で
販
売
。
旬
の
味
覚

だ
っ
た
生
シ
ラ
ス
が
一
年
を

通
じ
て
食
べ
ら
れ
る
た
め
、

業
務
筋
に
販
路
を
広
げ
て
き

た
。
主
な
用
途
は
軍
艦
巻
き

の
寿
司
種
、
シ
ラ
ス
丼
、
か

き
揚
げ
な
ど
。
ポ
ン
酢
を
た

ら
し
て
刺
身
で
食
べ
て
も
よ

い
。

　

今
回
の
釜
揚
げ
シ
ラ
ス
は

共
同
開
発
の
第
２
弾
。
生
シ

ラ
ス
に
な
じ
み
が
薄
い
西
日

本
の
人
で
も
食
べ
や
す
い
よ

う
ボ
イ
ル
し
、
回
転
寿
司
チ

ェ
ー
ン
な
ど
に
提
案
中
だ
。

　

釜
揚
げ
シ
ラ
ス
の
規
格
は

内
容
量
１
０
０

の
ト
レ
ー

パ
ッ
ク
×
４
個
×

合
。
冷

凍
生
シ
ラ
ス
の
規
格
は
①
２

５
０

×
４
個
×

合
②
２

０
０

×
４
個
×

合
③
１

０
０

×

個
×

合
。
少

量
ず
つ
解
凍
し
て
そ
の
都
度

使
い
切
り
た
い
小
口
ユ
ー
ザ

ー
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
。

　

商
品
の
注
文
、
問
合
先
は

次
の
通
り
。

　

▼
㈱
ノ
ー
ス
イ
凍
魚
事
業

部
＝
東
京
都
港
区
三
田
３
の


の

、


・
５
４
７
６

・
０
９
０
６

　

沖
縄
県
と
台
湾
の
漁
業
関

係
者
ら
は

日
、
日
台
漁
業

協
定
の
適
用
水
域
で
の
操
業

ト
ラ
ブ
ル
防
止
に
向
け
た
協

議
を
那
覇
市
内
で
開
き
、
問

題
発
生
時
の
連
絡
窓
口
を
双

方
に
設
置
す
る
こ
と
で
一
致

し
た
。
操
業
ル
ー
ル
策
定
に

向
け
た
漁
業
者
間
の
協
議
は

継
続
し
て
行
う
。

　


日
か
ら
の
２
日
間
の
協

議
で
は
、
双
方
が
協
定
適
用

水
域
で
の
漁
船
数
な
ど
操
業

の
実
態
を
報
告
。
沖
縄
県
側

は
漁
船
数
の
制
限
を
台
湾
側

に
求
め
た
が
、
合
意
に
至
ら

な
か
っ
た
。

　

沖
縄
県
漁
連
の
國
吉
眞
孝

会
長
は
協
議
後
、
取
材
に

応
じ
「
協
定
発
効
後
に
大
き

な
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い

な
い
の
は
、
沖
縄
側
が
操
業

を
自
粛
し
て
い
る
た
め
。

今
は
台
湾
側
に
（
適
用
水
域

が
）
実
効
支
配
さ
れ
て
い

る
状
態
だ
」
と
述
べ
、
早
期

の
操
業
ル
ー
ル
策
定
を
求

め
た
。

　

日
台
漁
業
協
定
は
適
用
水

域
で
の
漁
獲
枠
や
漁
船
数

な
ど
具
体
的
な
ル
ー
ル
が
決

ま
ら
な
い
ま
ま
５
月

日

に
発
効
し
た
。
こ
の
た
め
、

沖
縄
県
の
漁
業
関
係
者
は
適

用
水
域
で
の
台
湾
漁
船
と

の
ト
ラ
ブ
ル
を
懸
念
し
て

い
る
。
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